
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月は梅雨入りの季節です。じめじめと蒸し暑い日や肌寒い日などもあり、体調を崩

しやすい時期です。手洗いを徹底し、衛生面に気を付けて元気に過ごしましょう。 

家族 
核家  食育って 
ど   どんなこと 
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知っていますか？食生活指針 

食生活指針は、健康管理や生活の質の向上などを目的として定められました 

家族 
核家  毎年６月は「食育月間」、毎月１９日は「食育の日」

と定められています。学校では、教育活動全体を通

じて食育の推進を図っています。食育は、生きる上

での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となる

ものです。また、子どもたちに対する食育は、心身

の成長、及び人格の形成に大きな影響を及ぼし、生

涯にわたって健全な心と身体を培い、豊かな人間性

を育んでいく基礎となります。 

 
 

唾液がむし歯の予防に役立つ 
家族 
核家  食べ物を食べると、むし歯の原因になる菌が活動して

口の中が酸性になり、むし歯がつくられやすい状態にな

ります。唾液には、酸性に傾いた口の中を元の状態に戻

す役割があります。さらに、口の中に残っている食べか

すを洗い流してくれます。これらの働きによって、むし

歯になりにくくなります。 
 

梅雨や夏の時季は、湿度や気温が高

くなり、細菌による食中毒が多く発生

します。食中毒の原因菌は目に見えな

いため、さまざまなところに付着して

いる可能性があります。予防するには、

石けんで手をしっかり洗って、食材は

低温で保存し、しっかり加熱すること

が大事です。 

かむ力をつける食べ物 

食物繊維の多い野菜や海藻、きのこ、筋繊維の

しっかりとした牛肉や豚肉、するめや干しぶどう

などの干物が、かみごたえのある食べ物です。こ

れらは、単にかたいというだけではなく、口の中

で小さくするために、何回もかむ必要がありま

す。かみごたえのある食べ物を食事や間食に取り

入れて、かむ力をつけましょう。 

環境にやさしい行動をしよう 

６月は環境月間です。環境のために、自分ができることを考えてみましょう。

買い物の時にマイバッグを持っていく、調理や洗い物の時に水を出しっ放しに

しない、汚れは古布で拭いてから洗うなど、できることはたくさんあります。 


